
令和元年度　行政評価表：市民センター
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文化芸術・
スポーツ
の振興

市民センター
改修事業

市民センターは建設から令和元年１０
月で２７年が経過し、経年劣化により各
種設備の更新が必要になっている。ふ
れあいプラザの空調設備については、
平成３０年度で改修が完了したが、文
化ホールの空調設備については、既存
のガス吸収冷暖房機の分解点検整備
を行うことで、故障の未然防止と長寿
命化によるコストの縮減を図った。楽屋
等の空調設備については、パッケージ
エアコンが老朽化していたことから更新
を行った。

改修工事件
数

件 1 1 100% 1 1 100%
改修工事件
数

件 1 1 100% 1 1 100% 61,754 12,090 11,737 中

文化ホールの空調改修
により故障の不安なく、
より快適な利用環境を
提供できるようになっ
た。

なし

空調の改修にあたって
は、適正な価格で修繕
及び工事ができるよう
設計を行っている。

拡大

平成４年に建設された
市民センターは、施設
内の設備・機器等の更
新時期を既に経過して
いるものがある。施設を
健全に維持運営してい
くためには、より優先度
の高いものについて、
年度間の予算を平準化
して改修・更新を進める
必要がある。

市民センターの空調設備につい
ては令和元年度で改修・更新が
完了した。令和３年度に向けて
は舞台吊物・音響設備、照明設
備等のうちホール運営に関し優
先度の高ものや利用者の利便
性を高めるトイレの洋式化等に
ついて予算要求を行うことにして
いる。

拡大

令和２年３月３１日をもって市民
会館大ホールを閉鎖したため、
市民センター大ホールは万全の
状況にしておく必要がある。よっ
て、舞台吊物や音響機器等の計
画的改修を進める必要がある。
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